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余呉地域振興にかかる検討プロジェクトチーム

第15回丹生ダム建設事業中止に伴う地域整備協議会資料

余呉地域振興の全体像（案）の位置付け

⚫ まちづくり研究会の支援の1つとして、令和4年5月に4者（滋賀県、長浜市、水資源機構及び国）で構成する「余呉
地域振興に係る検討プロジェクトチーム」を立ち上げ、「余呉地域振興の全体像（案）」のとりまとめを行った。

⚫ 資料中のハード整備・ソフト施策は、現段階で余呉地域の地域振興に必要と想定されるメニューである。

⚫ この「余呉地域振興の全体像（案）」は、今後、まちづくり研究会をはじめ、関係機関により、実施に向けた検討
や優先順位、維持管理・運営の持続可能性、予算確保や役割分担等、協議を進めていくための基礎資料である。



▮現況｜関連計画、余呉地域をとりまく動向
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【長浜市計画】長浜市都市計画マスタープラン＜令和3年4月１日＞

【地域づくりの目標】

自然という地域資源を生かした観光や産業の振興を図るとともに、若者の定住や地域外からの移住を図るこ
とで集落機能を維持し、地域コミュニティの維持を目指します。また、木之本・高月地域圏との連携を図る
ため、国道 8 号、国道 303 号、国道 365 号等の広域交流連携軸の整備を進めるとともに公共交通の維持に努
めます。

出典：長浜市都市計画マスタープラン

【基本目標（抜粋）】

①過疎地域と都市の共生による地域内ネットワークの構築

☛各地域がもつ優れた個性を生かし、関わる全ての人、豊かな自然、地域に根付く生活・文化等の地域資源を
最大限活用した「魅力を感じてもらえる地域づくり」に取り組む

☛魅力を通じて市域における関係人口を創出し、地域の課題を互いに補完

②多世代が交流・共生し、多様な主体が連携する地域づくりの推進

☛「若者を受け入れられる地域づくり」を進めるとともに、移住者や関係人口が地域とつながりがもてる環境
づくりに取り組む。

☛多世代の多様な人材が地域に関わる仕組みづくりに取り組む。

【長浜市計画】長浜市過疎地域持続的発展計画＜令和4年3月策定＞

【事業計画】※関連が強い内容を一例として抜粋整理（医療、子育て、教育、福祉等は割愛）

区分 事業メニュー

移住・定住・地域間
交流の促進・人材派遣

UIJ ターン移住定住支援事業、北部地域の魅力発信事業
森林マッチングセンター事業

産業の振興 第１次産業 耕作放棄地再生事業、鳥獣被害対策事業、スマート農業推進事業

商工業・6次産業化 農林水産資源活用・流通拡大促進事業

観光 北部地域観光誘客事業、余呉地域振興イベント事業、
伝統的建造物群選定推進事業（菅並）

地域における情報化 地域デジタル化推進事業

交通施設の整備、交通手段の確保 公共交通確保対策事業

地域文化の振興等 拠点施設維持管理事業、茶わん祭開催支援事業

再生可能エネルギーの利用の推進 再生可能エネルギー導入促進事業

【長浜市計画】長浜市公共施設等総合管理計画＜平成27年3月＞

余呉地域内に立地する主な公共公益施設について、以下の方針が示されている。

施設名称 方針（要約）

余呉支所 ・移転後の旧市役所については、速やかに解体する。

ウッディパル余呉 ・民営化が可能な施設は、譲渡・貸付等の手法により、民営化を推進。
・施設利用者の増加に努めつつ、より効率的、効果的な施設運営を図る。

茶わん祭の館 ・指定管理者制度の導入を含め地域住民主体による管理運営を推進。
・地域の特色を生かした魅力的な企画・展示等、施設の管理効率の向上を図る。
・経営改善に資するため、観光関連機関・団体を通じた情報発信、広報活動の充実強
化や旅行業者等への営業活動、収入の増加に向けた近隣施設等との連携強化を推進

余呉湖観光館 ・民営化が可能な施設については、譲渡・貸付等の手法により、民営化を推進。
・利用実態等を踏まえて、今後の施設のあり方を検討。

妙理の里

余呉文化ホール ・地域のまちづくり施設とするなど、用途の見直しを行い、再編を検討する。

＊長浜市総合計画はR4年度作成中であり、計画策定後掲載予定
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▮ 現況｜関連計画、余呉地域をとりまく動向

【滋賀県動向】淀川源流の森活用保全検討委員会

【その他】広域連携の取り組み

【滋賀県計画】シガリズム観光振興ビジョン＜令和4年3月策定＞

【基本方針】観光地を単に巡るだけでなく、滋賀の自然に触れ、滋賀に暮らす人々と出会い、交流することで、
ゆっくり、ていねいに暮らしてきた滋賀の時間の流れ、暮らしに息づく生活文化、営み、歴史、伝統などを、
より深く体験・体感し、心のリズムを整えることができる新たなツーリズムを「シガリズム」として推進しま
す。「シガリズム」の推進にあたっては、特に以下の３つのことを大切にしていきます

①ゆっくり、ていねいに暮らしてきた滋賀の時間の流れ
や暮らしのリズム（滋賀のリズム）を大切にします。

②県民の環境意識や三方よし、忘己利他などの、滋賀な
らではの理念（滋賀のイズム） を大切にします。

③「琵琶湖」を切り口とした 2030 年の持続可能社会へ
向けた目標（ゴール）である、マ ザーレイクゴール
ズ（MLGs）の考え方を大切にします。

【施策の柱・重点分野】

※上記計画の他、滋賀県では、滋賀県総務部市町振興課及び総合政策部企画調整課がプロジェクトチーム
を設置し、北部の日(地域振興)を検討中。進捗に応じて整合を図る。

以下のとおり、５つの柱が示されている。また、５つの柱に基づく６つの重点分野として、
❶体験・交流観光（エコツーリズム、アウトドア体験、収穫・料理体験等等）、
❷ビワイチ、ビワイチ・プラス（サイクリング環境整備、デジタルスタンプリー支援等）、
❸教育旅行（自然・環境学習体験、歴史・文化体験、農林水産業体験等）、
❹コンベンション、イベント等、❺訪日外国人旅行（インバウンド）、❻物産が掲げられている。

【日本遺産（柳ケ瀬トンネル等）による連携】

日本遺産「海を越えた鉄道〜世界へつながる鉄路のキ
セキ〜」を切り口とし、長浜市・敦賀市・南越前町で連
携した取組みを展開（観光連携協議会、ロゴマーク制作、
マップ作製、トンネルカード等）。
また、今後の道路網の充実・改善等により、産業振興

や観光振興（広域周遊等）等をはじめとした多分野にお
いて滋賀県（長浜市）と福井県（敦賀市・南越前町等）
との連携強化の機運が高まっている。

鉄道遺産回廊ロゴマーク トンネルカード

【ビワイチ・プラス】

・活用区域と保護区域の区分け
・活用方法、保護法方法の検討
・エコツーリズムへの活用検討等

令和４年度より、滋賀県（自然環境保全課）が事務局
となり、森林の保全・利活用にむけた検討を推進してい
る。

【主な検討事項】

滋賀県では、2017年に「ビワイチ推進室」を設置し、
琵琶湖を一周する「ビワイチツーリズム」を推進してい
る。
このビワイチをベースに、県内全域でサイクリングを

楽しむことができるよう、テーマで巡る新たな「ビワイ
チ・プラス」コースが設定された。
本コースには、余呉地域を含むサイクリングコース

「余呉湖の伝説と戦国ロマンに浸る旅」が設定されてい
る。このため、琵琶湖からサイクリングで余呉湖に訪れ
るサイクリストが一定数見られている。

日本遺産「海を越えた鉄道〜世界へつながる鉄路
のキセキ〜」構成資産の位置図
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▮ 現況｜余呉地域の基礎情報整理

人口・高齢化率 ｜

公共公益施設 ｜

地域振興の動向（余呉まちづくり研究会でのプロジェクト） ｜

道路ネットワーク・交通 ｜

H24 R4

人口（推移）

3,597

高齢化率（R4）

2,833

〇人口は2,833人。10年間で約79％に減少している。
〇高齢化率は43.7％であり、長浜市の中でも高齢化率が高い。

〇国道365号（国道８号）が地域の南北を縦貫しており、広域からの主なアクセス動線となっている。県道
284号杉本余呉線、県道285号中河内木之本線は地域内主要動線であり、沿道に公共公益施設が立地。

〇地域内には、木ノ本駅と『中河内』や『洞寿院』を結ぶ路線バスが運行している（運行本数は１〜２時間
に１本程度）。

〇JR西日本北陸本線「余呉駅」が位置し、東海道新幹線「米原駅」まで30分でアクセスが可能。

〇旧余呉支所は、地域の中心的な施設となっていたが、解体工事が行われており、公共施設再編による維持
管理運営の合理化や新たな機能導入の検討が行われている。

〇ウッディパル余呉、妙理の里、余呉湖観光館・はごろも館の建物の一部は老朽化が進行している。

〇「余呉まちづくり研究会」が主体的に、地域資源を活かした以下のプロジェクトを推進している。

プロジェクト名 フィールド プロジェクト名 フィールド

①北海道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 八田部発生土受入地 ④森林活用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 事業用地・残存山林

北海道発生土受入地 ⑤湖畔ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 余呉湖

②日向ぼっこﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 余呉支所 ⑥歴史遺産活用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ―

③ふるさと絵屏風ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ― ⑦道路網ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ （県道整備）

観光・地域資源等 ｜

〇余呉湖には、余呉地域の観光客の約4割が訪れている。余呉湖は本地域において比較的集客力が高い。

余呉地域全体 余呉湖 余呉湖観光館 ウッディパル余呉 妙理の里

観光客数（R3） 209,700 76,800（36.6％） 45,600(21.7%) 38,500（18.3％） 4,682（2.2％）

〇豪雪地ならではの歴史・文化や、豊かな緑・美しい水から得られる恵み（米・野菜・山菜・鮎等）やそ
れらを活用した加工商品はあるものの、広域から集客（差別化）ができる地域資源は現時点では乏しく、
広域から集客できる『目的地化』にはなっていない状況である。

〇地域内には魅力的な地域資源や歴史・文化が存在するが、それらをつなぐ余呉地域を専門とした案内パ
ンフレットやHPが無い。また、観光客や地域産業に関する統計情報等は乏しい等、情報発信・情報収集
（マーケティング）に改善の余地がある。
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※青で塗りつぶしている施設等は余呉地域の拠点的な施設を示す

▼淀川源流の碑

※各年4月1日時点

長浜市 余呉地域

28.8％

※令和4年4月1日時点

43.7％

３

環境等 ｜

〇豊富な緑（旧町域の9割が森林）と清流
（水源地域）が流れる自然豊かな地域

〇関西以西唯一の特別豪雪地帯



余呉湖（別名「鏡湖」）
・賤ヶ岳を一つ隔てた琵琶湖の北側に位置し、天女の羽
衣や龍神・菊石姫の伝説が残る神秘の湖である。
・山々で囲まれた水と緑の空間であり、琵琶湖とは異なる
趣の水辺を求めて、繰り返し訪れる客がいる。
・周辺にハイキングルートがあり、紅葉や新緑を楽しむことが
できる。また、ビワイチ・プラスのサイクリングルートに設定さ
れている。
★湖面の有効利用
★余呉湖周辺の山の管理
★鳥獣被害が発生
★案内表示や遊歩道等の充実

野外活動センター国民宿舎の跡地
・かつて市が借用していた県有地であり、民間事業者による
活用が期待されている。
★国民宿舎跡地の利活用

（参考）現況・問題・課題図

余呉湖観光館・はごろも館
・余呉地域の観光案内、
地域の歴史や天女伝説
の情報を発信している。
★建物の老朽化が進行
★余呉湖への来訪者数に比べ
利用者数が少なく、改善の
余地がある。

ウッディパル余呉
・テントやコテージでの宿泊、バーベキュー、 アスレチック、クラフ
ト体験など様々な楽しみを満喫できるアウトドアスポット。
★一部の建物の老朽化が進行

旧余呉支所＆まちづくりセンター等
・複数の公共公益施設（図書館・ホール等）が集約立地
・旧余呉支所庁舎の取り壊し、ホールや図書室（一部）
等の公共施設の再編が検討されている。
★小さな拠点の形成（既存施設の再編の検討等）

余呉地域の地域資源（主な歴史・文化、特産品）

北海道 発生土受入地

★利活用の具体化
★親水性の確保
★菅並集落の生活や風景との調和

・水資源機構から滋賀県または長
浜市に所有を移管する予定であ
り、利活用が検討されている。
・県が護岸工事を予定である。な
お工事により、川沿いの土地が
削られ土地の幅が狭くなる。

余呉小中学校
・滋賀県下で初の施設一体型小中一貫校（義務教育学
校）である。「ふるさと学習」に力を入れており9年間かけて
余呉を多角的に学んでいく。
・ICTなどの技術を駆使し、自分たちが余呉を楽しむための
プロジェクトを自ら考え・発足することで今後の余呉の活性
化を図る。
★行事への住民の参加率の低さ、大人達の地域の歴史・
文化等に対する関心の低さ
★廃校となった鏡岡中学校等教育関連施設の利活用

八田部 発生土受入地
・水資源機構が個人地の借地を解消後、長浜市に所有を移管
する予定
・県が高時川へのアクセス路（下り道）整備を予定している。
・豪雪地帯であり、冬場は平均で2.5ｍ積雪する。
・当初、八田部ではエゴマの栽培を検討していたが他の利用もあ
ることからとり止めた。

★民間との連携による利活用の
具体化

★親水性の確保

下余呉太鼓踊り 余呉町のオコナイ 上丹生の茶わん祭

歴史
・文化

特産品

余呉米 山菜・山の恵み 丹生の鮎

妙理の里
・高時川の支流「妙理川」沿いにあるキャンプ場。
・親水空間が充実している。

★一部の建物の老朽化
が進行

※問題・課題は★で表示

４

余呉型住宅

清流（高時川・妙理川）
・水源地域ならではの美しい清流が流れている。
・鮎釣り等の魚釣りや、水遊び等、
川を使った体験が行われている。

茶わん祭りの館
・祭りのシンボルである曳山のレプリカを
はじめ、数々の衣装、道具が展示されて
います。
★施設の有効利用



拠点等の名称
まち研意見等※

長浜市意向 特性・動向等 位置づけ（目標像）
方向性 （参考）詳細な取組み

①
旧余呉
支所

・生活サービスや地域活
動の場を集め「小さな
拠点」を形成

・高齢者や地域が必要と
する生活・福祉サービ
スの充実

・子育て支援機能の充実

・廃校の活用（旧鏡岡中
学校）

運営組織の設立/公共サービス施設/診療所
/GS/子育て世代の交流/「余呉まちづくり研
究会」における学習会等の継続/子供カフェ/
図書館カフェ/マルシェの開催・キッチンカ―
等の移動販売車による買い物弱者支援/コ
ミュニティ創出/見守り活動/道の駅（体験型
物販施設）の整備/ATMの集約

・旧余呉支所庁舎の取り壊し、
ホールや図書室（一部）等
の公共施設の再編を推進。

・「道の駅」のような施設や
周辺整備を推進。オープン
スペース等の地域の憩いの
場等も確保。

・公共公益機能が集約立地しており、地
域の中心的な施設であった。

・国道365号（国道８号）沿道に位置し、
余呉地域の中心的な施設であったこと
から、地域住民が活動・交流等を行う
拠点機能が期待される。

・廃校は、避難施設（平常時は、宿泊施
設）としての活用が望まれる。

暮らし・交流拠点

・余呉地域の中心地として、地域住民が生活する上での
利便性やコミュニティの維持・創出を図る暮らしの
拠点

② 余呉湖

・自然環境保全活動を通
じた住民と来訪者の交
流の場、住民の活躍の
場の形成

・交流人口拡大にむけた
イベント利用の推進

・キャンプ場運営や湖面
活用等、他施設との棲
み分けを考慮した観光
拠点づくり

サワオグルマ/桜・アジサイ・天女像周辺、
埋没林などの環境保全活動/余呉健康マラソ
ン/余呉湖まつり/余呉湖ふれあいビアガーデ
ン/桜まつり（観光船遊覧）/ホタルを楽しむ
夕べ等のイベントの取組み/余呉湖ダムカ
レーの開発/余呉湖周辺でのキャンプ場運営
及び湖面活用に向けた取組み/余呉湖を楽し
める空間づくり/ロゲイニング/トレイルラン
コースとしての周辺山地の環境整備/はごろ
も館の活用（コミュニティールーム、レンタ
ルオフィス整備）

・国民宿舎余呉湖荘の跡地活
用

・余呉湖周辺の観光誘客に向
けた利便性施設の整備を推
進。

・案内板、遊歩道、パンフ
レット等の整備。

・本地域に訪れる観光客の約4割が余呉
湖に訪れており、本地域において高い
集客力を有する。

・現在、コンテナを活用した滞在施設の
計画が推進されている。

・交通の便が地域内でも比較的良い。

・余呉湖観光館の老朽化が進行

・周辺森林にはハイキングコースが設定
されている。

観光拠点

・美しい自然景観や湖と周囲の山々で創られた水と緑の
空間を活かしたアクティビティの充実により、広域
からの集客を推進。また、訪れた方との交流を通じ
て地域の魅力を発信

・他施設と連携し、地域内周遊の魅力向上や観光客の消
費を促進

③
ウッディ
パル余呉

・憩いと交流の場を提供
する地域活性化施設と
して、維持・保全を図
り、有効活用する。

・地域内の観光施設との
連携による交流人口拡
大

レクリエーション施設整備（アスレチック・
キャンプ場）/余呉収穫祭/ロゲイニング

・老朽化した施設の改修やそ
れを機とした民営化の推進。

・キャンプに加え、アスレチックや、テ
ニス、ゴルフ等の様々なレクリエー
ション体験が可能。

・森林学習等の体験が可能な森林文化交
流センターが立地。地域内で唯一大浴
場を備えている。

・施設の老朽化が進行

・他類似施設との棲み分けの必要性。

レクリエーション拠点

・キャンプ等とあわせてレクリエーションの場を提供
（日帰り、短期滞在向け、キャンプ初心者、ファミ
リー層向け）

・他施設と連携し、地域内周遊の魅力向上や観光客の消
費を促進

④

八田部
発生土
受入地

・地域特産品の開発・定着
化等の振興策を推進

※現在は、キャンプ場とし
ての利活用を検討

特産品の発掘・栽培（エゴマ）/ブランディン
グと情報発信/協力企業・他観光施設等との連
携

・民間と連携した利活用の推
進。

・親水空間の整備推進。

・キャンプ場利用を主とした自然体験
サービスを提供する土地利用の検討が
推進。

・敷地に沿って高時川が流れており、高
時川は釣り人も見られる。

・他類似施設との棲み分けの必要性。

・当初はエゴマの栽培等の土地利用を検
討。

自然体験拠点

・豊富な緑・美しい水に囲まれた空間を活かし、キャン
プ等を通じた上質な自然体験を提供（民間導入）

・他施設と連携し、地域内周遊の魅力向上や観光客の消
費を促進

⑤

北海道
発生土
受入地

・菅並集落や周辺施設等
と連携した体制の構築
による交流人口拡大

隣接する菅並集落の活用（余呉型民家の活用
（農泊、カフェ等））/空き家の整備によるレ
ンタル利用/週末移住/季節限定移住の支援/イ
ベント開催/重要伝統的建造物群保存地区の指
定に関する取組み等の支援）

・水源地域の安全・安心機能
の確保にむけた防災ヘリ
ポートの検討が必要。

・護岸空間の推進。

・森林活用の検討を進める丹生ダム事業
用地及び周辺への玄関口に位置する。

・伝統的古民家が立ち並ぶ「菅並集落」
が近接立地。

・敷地に沿って高時川が流れている。

森林散策ｹﾞｰﾄｳｪｲ×生活文化発信拠点

・余呉地域の奥地へハイキング等に行く人達の出発拠点
（駐車場、トイレ、情報収集・発信の場）

・菅並集落の景観に配慮しつつ、生活文化の発信や集落

の生活利便及び安全安心への寄与を図る。

⑥ 妙理の里

・憩いと交流の場を提供
する地域活性化施設と
して、維持・保全を図
り、有効活用する。

・地域内の観光施設との
連携による交流人口拡
大

もみじの植栽/企業・他観光施設等との連携 ・老朽化した施設の改修やそ
れを機とした民営化の推進。

・施設の老朽化が進行

・親水空間が充実しており、また森林や
ダム関連整備箇所へのアクセスが容易。

・地域の奥地に立地。動線（道路ネット
ワーク）の終点に位置することから、
当施設の利用を目的とする来訪者以外
の立ち寄りは乏しい。

・他類似施設との棲み分けの必要性

滞在型体験拠点

・キャンプ等とあわせて、季節ごとの川と山の体験学習
の場を提供（ソロキャンパー、中期・長期滞在向
け）

・ダム関連整備箇所（未利用）他施設と連携し、地域内
周遊の魅力向上や観光客の消費を促進

▮現況｜各拠点の位置づけ
※「余呉まちづくり研究会」の意見のまとめ（令和元年度版）をもとに整理

５



拠点名 位置づけ 位置づけ実現にむけた課題

① 旧余呉支所 暮らし・交流拠点
・公共施設の再編・統合を機とした新たな機能導入による「小さ
な拠点」の形成

② 余呉湖 観光拠点

・余呉湖観光館の改修等を通じた機能向上（拠点の位置づけに対
応）

・観光客の受入れ環境の充実（駐車場、トイレ）
・看板やパンフレット等、案内・誘導の充実
・地域連携機能（他施設との連携による相乗効果発揮等）の強化

③
ウッディ
パル余呉

レクリエー

ション拠点

・施設の改修等を通じた機能向上（拠点の位置づけに対応）
・地域連携機能（他施設との連携による相乗効果発揮等）の強化

④
八田部
発生土受入地

自然体験拠点
・水と触れ合う場（親水性）の確保（護岸整備を含む）
・地域連携機能（他施設との連携による相乗効果発揮等）の強化

⑤
北海道
発生土受入地

森林散策ゲート
ウェイ×
生活文化発信拠点

・森林散策の発着地点として必要な機能（トイレ・駐車場・手洗
い・休憩スペース等）の整備

・地域活動の場、地域の安全・安心確保に必要な機能の整備

・河畔及び森林等の案内誘導等の充実

⑥ 妙理の里
滞在型学習

体験拠点

・施設の改修等を通じた機能向上（拠点の位置づけに対応）

・地域連携機能（他施設との連携による相乗効果発揮等）の強化

▮地域及び各拠点等の課題と地域振興の基本方針

現状・動向 課題

計画・
動向

地域の持続性確保に向けた産業振興や観光振興（体験、
情報発信等）等をはじめとした各種方針が示されている。

共通したテーマ（サイクリング、日本遺産等）に基づ
き、広域の連携が行われている。また、道路網の充実に
より敦賀市・南越前市等との連携の機運が高まっている。

・既存公共施設の有効活用（あり方
検討）

・地域資源を活用した魅力の開発、
情報発信・受入れ体制等の充実

・広域と連携した集客・消費の拡大

取組み
様々なプロジェクトが並行して推進されている。人口

減少・高齢化により、リソース（人・金・モノ）に限り
があるなかで、進める必要がある。

・投資効果の最大化（地域内の経済
循環）や各取組みの相乗効果を創
出する取り組み（社会実験）を通
した地域ブランディング地域資源

豪雪地ならではの文化、豊富な自然やその恵み（農作
物等）はあるものの単体で広域からの集客は難しく、差
別化の点で改善の余地がある。

現在、地域の生活文化等の継承にむけた絵屏風作成や
特産品開発等が推進されている。

情報発信
余呉地域の魅力、観光施設やイベントを発信する情報

媒体が乏しい
・情報発信機能の強化

移動の脚
地域内は路線バスが運行している（１〜２時間に１本

程度）が、移動の利便性確保において改善の余地がある。

・各拠点を含む地域の周遊促進や、
拠点間の連携促進にむけた移動手
段の確保

情報基盤
余呉地域を対象とした地域産業や観光等に係る各種統

計データが乏しく、改善の余地がある。

・取組みの評価・改善に向けた各種
統計データ（例：観光客等の属
性・行動特性・ニーズ等）の蓄
積・利活用推進

◆余呉地域を取り巻く動向・基礎情報を踏まえた課題

◆各拠点等の位置づけ（目標）実現にむけた課題

◆地域振興の基本方針

❶地域ブランディング＆発信による他地域との差別化、戦略的に人が人を呼ぶ仕掛け

❷「小さな拠点」の導入

❸各拠点間の連携促進と必要な環境整備の推進

❹各種データの蓄積・利活用の推進

〇絵屏風の作成等を通じ、地域資源の発掘・磨き上げや他地域との差別化を図る。

〇上記実施にあたっては、投資効果の最大化（地域内の経済循環）や各取組みの相乗効果を創出する取り組
み（社会実験）を通して、地域ブランディングを行う。その過程において人が人を呼ぶ戦略的な誘致、広
域（敦賀市、南越前市）との連携も念頭に実施する。

〇地域の魅力や観光施設・イベント情報を適切に観光客等に伝えるため、余呉地域を対象とするホームペー
ジや観光案内パンフレットの作成等、情報発信力の強化を図る。

〇公共施設再編等と調整を図りながら小さな拠点を形成を基本としつつ、情報発信・案内を行い地域内観光施設
やイベントへ誘導を図る。

〇物販施設は、地域の特産品の供給可能数量を踏まえ、持続性が確保できるものとする（必要最小限）。

〇観光拠点の位置づけとして余呉湖やJR余呉駅と連携し、情報発信、案内・誘導を行う。

〇上記機能の適切な運営にむけて人材育成・組織形成（DMO・地域商社等）を推進する。

〇他施設との差別化を図りながら、各拠点の位置づけに応じた施設機能及び地域連携機能（他施設との連携によ
る相乗効果発揮等）を強化する。また、拠点施設以外の公共施設（茶碗祭りの館や余呉湖観光館）についても、
連携等を念頭におきながら有効活用を図る。

〇地域周遊や各拠点の機能連携を推進しつつ、住民の移動の利便性向上を図るため、レンタサイクルや脱炭素交
通の導入等を推進する。また、自転車による地域周遊促進やビワイチとの連携促進を図るため、自転車走行環
境の充実を図る。

〇取組みの評価・改善に向けた各種統計データ（観光客等の属性・行動特性・ニーズ等）の蓄積・利活用推
進を図る。

〇このため、各拠点の運営にあたっては、利用記録等を適切に記録する。これらを活かし、継続的に顧客
ニーズへの対応・ニーズに応じた改善を図り、地域と観光客等をつなげ、地域周遊を促す。

＃取り組みから地域ブランディングへ ＃情報発信でつなぐ

＃人と人をつなぐ

＃モビリティでつなぐ＃施設機能でつなぐ

＃データでつなぐ

取組み
A

取組み
B取組み

C

取組み
D

【現状】 【目指すあり方】

取組み
A

取組み
B

取組み
C

取組み
D

地域振興の方向性

地域振興の方向性

地域振興の方向性

地域振興の方向性

取り組みを進めなが
ら、人が人を呼び、
コンセプが生まれる

観光客等

地域の魅力等の一元
的な情報発信 魅力的なサービスの提供・連

携による経済循環・相乗効果
発揮を創出する取り組み

６

＃人が人をつなぐ（地域起業家支援）

コンセプト
が生まれる

人
人

自らが活動する人が集まり、取り組み
が活性化。

取り組みに共感する人が更に人を呼ぶ
（人が人を呼ぶ）



◆基本方針・全体像の実現（各拠点の連携）に必要と想定されるハード整備・ソフト施策のメニューの一例

▮地域振興の全体像（目指す姿）及び必要なハード整備・ソフト施策のメニューの一例

◆地域振興の全体像（目指す将来像）

観光・
交流拠点

レクリ
エーショ
ン拠点

生活拠点
×

ｹﾞｰﾄｳｪｲ

自然体験
拠点

滞在型
学習体験
拠点

森林活用
フィールド

森林散策
ゲートウェ
イ×生活文
化発信拠点

菅並集落▲

茶わん祭りの館▼

森林文化交流センター▼

洞寿院▼

菅山寺▲

全長寺▼

：主要アクセス動線

：地域内観光主要動線

：機能連携にぎわい形成軸

【凡例】

至福井県

至長浜市街

余呉支所

余呉湖

ｳｯﾃﾞｨﾊﾟﾙ余呉

八田部発生土受入地

北海道発生土受入地

妙理の里

７

▼余呉湖観光館、はごろも館

余呉駅▼

情報発信・
案内・誘導

※本メニューは構想段階であり、確定したものではありません。

拠点名

P6基本方針との関連 想定されるハード整備・ソフト施策のメニューの一例

NO.
内容

ハード整備 ソフト施策

地域全体

❶
コンセプト策定、地
域資源のブランディ
ング＆情報発信

ー

・地域振興のコンセプト策定

・絵屏風作成や特産品開発と連携した
地域資源の磨き上げ

・余呉地域の広報戦略及び情報発信媒
体の作成
・余呉湖観光館や余呉駅での情報発信
の充実

❸
各拠点の機能連携・
地域周遊の促進

・脱炭素交通の導入
・茶わん祭りの館と周辺他施設の機能
補完・連携

・各拠点へのレンタサイクル貸出・返却窓口設置、サイク
リングラックの設置

・機能連携にぎわい形成軸の環境整備
（看板、景観・植栽、サイクリング
ロード整備等）

・ツアー開発（体験、森林散策や淀川
の源流碑見学、広域ツアー等）

❹
データの収集・利活
用

ー

・余呉全体の観光客、施設利用者デー
タの収集・利活用（マーケティング）

・キャンプ場等の総合受付サイト整備
（顧客情報の一元管理）

①
余呉支所（生活拠点
×ゲートウェイ）

❷
小さな拠点の形成、
ｹﾞｰﾄｳｪｲ機能の導
入

・地域交流施設・空間（オープンスペース）の整備
・日用品・食品（キャンプ食材を含
む）の販売機能

・休憩機能・特産品販売や軽食提供機能を備えた観光案内
所整備

・上記輸送機能（ドローンや移動販売
車）の導入

・周辺施設整備
・旧鏡岡中学校の活用

・運営組織（DMO・地域商社等）の設
立・人材育成

②
余呉湖（観光・交流
拠点）

❸

各拠点の位置づけ
に応じた施設機能
及び連携機能を強
化

・展望台・フォトスポットの整備

ー

・余呉湖周辺施設の改修

・観光客等の受入れ環境整備（駐車場、トイレの充実、休
憩＆情報案内スペース）

・今後の利活用を踏まえた案内看板の更新・設置

・森林等における遊歩道の整備、充実

③
ウッディパル余呉（ﾚ
ｸﾘｴｰｼｮﾝ拠点）

・施設の改修及び防寒対策（電源設置、洗い場の給湯等）
・他拠点施設の利用者を対象とした森
林文化センターの大浴場開放

④

八田部 ・高時川への親水施設整備

ー

発生土受入地
・キャンプ用品のレンタル・販売や体験サービス提供施設
の整備 ※詳細は民間事業者検討

（自然体験拠点） ・手洗い・洗い場、下水道整備（※上水道整備済）

・周辺樹木の伐採（景観整備）

・特産品創出事業

⑤
北海道（森林散策ｹﾞ
ｰﾄｳｪｲ×生活文化発
信拠点）

・手洗い、水道（上下水道）整備

・森林等情報発信

・森林ガイダンス施設・休憩場所（駐車場・休憩スペー
ス）整備

・生活文化発信等の地域活動に利用可能な広場スペース

・ツアー拠点として利活用可能な芝生広場の整備

・防災ヘリポート設置

・高時川への親水施設整備

・地域資源の活用

⑥
妙理の里（滞在型学

習体験拠点）

・施設の改修及びサイトへの電源設置（防寒対策）

・中長期滞在が可能な設備の充実（冷蔵庫・風呂・簡易
キッチン・トイレ等の設備、ネットワーク環境整備）


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

